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Abstract Contemporary consumer society is frequently discussed with the keyword of 
globalization. It is also pointed out that consumer culture of globalized society is 
heading towards the uniformization. 
        On the other hand, it is reported that the unique cultural style called "Wa-fuu" 
(Japanese style) has been one of the basic trends of consumption in Japan in recent 
years. In this paper, the research question is why the trend of preference of Wa-fuu, 
which is local culture of Japan, is observed despite ongoing-globalization in Japanese 
consumer society.  Then we elaborated it further: what factors in the local culture 
(Wa-fuu thing) are acceptable in the globalized consumer society? 
        In this paper, the consumption of Wa-fuu things is regarded as an  
"acceptance of local culture" and empirically depicts the pattern of its acceptance. 
Specifically, the pattern of acceptance of local culture is drawn by latent class analysis, 
and the factors that determine the class of respondents belong to are verified by 
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3 これらは筆者らによる過年度の調査質問項目と共通化した。廣瀬（2009）を参照。 












































調査資金： 日本学術振興会（JSPS）科研費 課題番号：16H03701 
61ローカル文化受容のパターン分類と規定要因








表 1 基本属性に関する記述統計量 
 𝑁𝑁𝑁𝑁 𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀 𝑆𝑆𝑆𝑆.𝐷𝐷𝐷𝐷. 
年齢 1,529 47.29 13.99 
性別（女性ダミー） 1,529 0.54 0.50 
教育年数 1,518 14.45 1.98 
 
表 2 和風事物への好意（4件, 反転）の記述統計量 
 𝑁𝑁𝑁𝑁 𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀 𝑆𝑆𝑆𝑆.𝐷𝐷𝐷𝐷.   𝑁𝑁𝑁𝑁 𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀 𝑆𝑆𝑆𝑆.𝐷𝐷𝐷𝐷. 
和食 1,517 3.73 0.49  温泉 1,517 3.63 0.64 
ゆかた、着物 1,512 2.93 0.87  演歌 1,516 2.10 0.92 
和風住宅 1,516 3.05 0.78  相撲 1,516 2.38 0.94 
和風旅館 1,517 3.25 0.76  お寺 1,517 3.15 0.80 
民芸品 1,514 2.89 0.77  神社 1,517 3.19 0.79 
京都の町並み 1,515 3.45 0.68      
 
表 3 外国人住民に関する考え（4件） 
 𝑁𝑁𝑁𝑁 𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀 𝑆𝑆𝑆𝑆.𝐷𝐷𝐷𝐷. 
地方公務員に採用すること 1,518 2.53 0.903 
地方選挙の選挙権を認める 1,518 2.51 0.941 
 
表 4 政治意識（4件, 反転） 
 𝑁𝑁𝑁𝑁 𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀𝑀 𝑆𝑆𝑆𝑆.𝐷𝐷𝐷𝐷. 
自分たちが政治に働きかければ、それだけの効果がある 1,518 2.28 0.82 
公共の利益のためには、個人の生活が多少犠牲になるこ
とがあっても、しかたがない 
1,519 2.29 0.80 
社会をよくすることについて、政治には期待できない 1,520 2.78 0.82 
弱い立場にある人を社会でもっと支えていくべきだ 1,519 3.07 0.70 
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 表 5 生活スタイルの意向（単一選択、有効𝑁𝑁𝑁𝑁＝1,508） 
 𝑀𝑀𝑀𝑀 ％ 
洋風（欧米風）の生活スタイルに近づいていく  22  1.5 
世界各国の生活スタイルを自由に取り入れる 682 45.2 
基本的には和風の生活スタイルを守る 425 28.2 
どこの国（または民族）のスタイルともいえない世界共通的な 
スタイルにしていく 
106  7.0 
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を表 6に掲出したが、ここでは適合度指標に BICを用いて、その値が最も小さい 5クラス
モデルを採択する。 
 
表 6 2～6クラスモデルの𝑝𝑝𝑝𝑝値と適合度指標 
モデル 対数尤度 BIC 𝐿𝐿𝐿𝐿2 自由度 𝑝𝑝𝑝𝑝値 
2クラス -6137.26 12442.78 2260.63 1481 0.000 
3クラス -5909.89 12090.47 1805.89 1467 0.000 
4クラス -5721.16 11815.43 1428.43 1453 0.670 
5クラス -5581.27 11638.07 1148.65 1439 1.000 
6クラス -5541.12 11660.19 1068.34 1425 1.000 
 
  


























































ることができる。なお各クラスへの所属個体数は、クラス 1が 33.1%、クラス 2が 30.4%、
クラス 3が 19.6%、クラス 4が 10.5％、クラス 5が 16.4%であった。 
この 5つのクラスについて、性別・年代によってプロファイリングを行ったのが図 2・
図 3である。性別に関していえば、クラス 1・クラス 4はほとんど男女差がなく、クラス
2・クラス 3 はやや女性が多い。クラス 5 についてはやや男性が多いという特徴がある。
また、5 つの各クラスについて年齢層の内訳をみると、各クラスの年代構成はかなり異な
































クラス1 クラス2 クラス3 クラス4 クラス5 
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図 2 各クラスのプロフィール（性別） 
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表 7 生活スタイル意向を投入した多項ロジスティック回帰分析 
  クラス 1 クラス 2 クラス 3 クラス 4 







1.231 -1.865 † 1.123 
女性ダミー 0.367 
 
0.239 0.958 ** 0.235 0.625 * 0.269 0.277 
 
0.247 
年齢 0.053 ** 0.009 -0.027 ** 0.009 -0.018 † 0.010 0.031 ** 0.009 
教育年数 -0.051 
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 表 8 排外意識を投入した多項ロジスティック回帰分析 
  クラス 1 クラス 2 クラス 3 クラス 4 







1.261 -2.698 * 1.172 
女性ダミー 0.334 
 
0.235 1.014 ** 0.232 0.644 * 0.267 0.329 
 
0.247 
年齢 0.054 ** 0.009 -0.028 ** 0.009 -0.018 
 
0.010 0.030 ** 0.009 
教育年数 -0.027 
 














排外意識 2 0.391 * 0.198 0.310  0.192 0.281  0.223 0.405 
 
0.206 









効性感覚）がクラス 1・2への所属に、政治意識 2（政治期待）がクラス 1への所属に関し
て有意な効果をみせているが、政治意識 1・2が特定の政治的スタンスを示すものではない。





表 9 政治意識を投入した多項ロジスティック回帰分析 
  クラス 1 クラス 2 クラス 3 クラス 4 
  𝐵𝐵𝐵𝐵 Std. Err 𝐵𝐵𝐵𝐵 Std. Err 𝐵𝐵𝐵𝐵 Std. Err 𝐵𝐵𝐵𝐵 Std. Err 




1.509 -2.656 † 1.384 
女性ダミー 0.339 
 
0.239 0.962 ** 0.234 0.590 * 0.269 0.259 
 
0.249 































政治意識 4 0.579 ** 0.163 0.342 * 0.153 0.377 * 0.180 0.327 * 0.166 
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